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テーマ「おでかけ本」

　文学座の俳優による朗読劇を今年も開催。演目は
向
むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

原作の「眠り人形」。ぜひ、お越しください。

七城公民館 講堂ところ 無料入場料

3月22日㈰　
［開場］午後2時10分 ［開演］午後2時30分

と　き

文学座俳優による朗読会「眠り人形」開催

一般（各図書館で要申し込み）対　象
七城図書館問い合わせ先
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田
だ

義
よし

晴
はる

／絵
　お昼寝と図書館が大好き
な、あごひげ館長。今日も、
みんなのために本を探して
頑張ります。

西
にし

原
はら

洋
よう

子
こ

／編著
�1 �英米詩への旅

　「詩とはなにか」ー。シェイ
クスピアからイェイツ、ワー
ズワースまで、17人の詩人
の言葉とその作品。

トニ・モリスン、スレイド・モリスン／文
シャドラ・ストリックランド／絵

4�ほんをひらいて

　雨の中を歩き、見つけた
のはたくさんの本が並んで
いる部屋。さあ、本を開いて
新しい世界へ。

太
おお

田
た

和
かず

彦
ひこ

／著
�2 ��書を置いて、街へ出よう

　居酒屋の達人、太田和彦
が街を歩き、飲んで食べて
聴いて観る。老いてこそ街
へ出ようと語り掛ける一冊。

今年度、開催した講座を紹介します！
●�テレビゲームで楽しくフレイル予防！
　（全４回、旭志公民館）
　令和６年の子ども議会での提案がきっかけで実現し
た公民館講座です。旭志中学校の生徒4人が講師とな
り、6人の受講生にゲーム機の使い方や脳トレなどを
指導。脳トレでは、指体操や後出しじゃんけんを行い、
脳の活性化を図り
ました。
　 軽運動として、
チーム対抗でボウ
リング を 楽しみ、
世代間交流もでき
ました。

●�ハンドメイドのかごバッグ（全6回、七城公民館）
　今回の素材は「紙バンド」と、梱包でも使用する「PP
バンド」。手順通りに編み込んでいくのですが、なかな
か思い通りにならず、皆さん考えたり、他の受講生と
相談したりしなが
ら、集中して作業
を進めていました。
　最後にはオリジ
ナリティあふれる
素敵なバッグが出
来上がりました。

●�水墨画・墨彩画入門講座パート2
　（全5回、泗水公民館）
　墨の香りと筆で、濃淡やにじみ、かすれを楽しみなが
ら、水墨画・墨彩画を描く講座で、２年目を迎えました。
　皆さん初心者で、初めは戸惑っているようでしたが、
最後 は 色紙
に 素晴 らし
い 水仙 の 墨
彩画 が 完成
し、満足して
いました。

　来年度もさまざまな講座を企画開催し、皆さんの
学びたい気持ちをサポートします。4月に配布する公
民館主催講座【前期・通年】パンフレットをお楽しみに！
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